
１
１４６
１

ｚ
ｍ
言
い

⑪
山
中
木
地
漆
器
展
Ｉ
ろ
く
ろ

職
人
〃
剛
の
手
“
ｌ
開
か
れ
る

５
／
６
（
月
）
１
５
／
皿
（
土
）

丸
善
神
戸
元
町
店
１
階
特
設
会

場
で
山
中
木
地
漆
器
展
が
開
か

れ
た
。こ

の
催
し
は
、
ｌ
ろ
く
ろ
職

人
〃
狐
の
手
″
ｌ
と
題
し
、
山

中
漆
器
連
合
協
同
組
合
の
後
援

を
得
て
行
な
わ
れ
た
も
の
。
展

蕊１
山中木地漆器

示
即
売
さ
れ
た
漆
器
作
か
ら
は

産
地
に
在
住
す
る
約
伽
名
の
木

地
職
人
が
、
伽
年
の
歴
史
を
経

て
創
り
上
げ
た
産
地
独
自
の
挽

物
技
術
が
う
か
が
わ
れ
る
。

日
常
生
活
に
気
軽
に
楽
し
め

る
漆
器
展
、
生
花
。
お
茶
ブ
ー
ム

に
う
ま
く
波
に
乗
っ
た
よ
う
だ

画
カ
ー
ロ
ン
Ｆ

②
大
丸
前
つ
る
や
衣
裳
店
が
、

花
嫁
衣
裳
大
展
示
会
を

昨
年
廻
月
に
ポ
！
、
‐
ア
イ
ラ

ン
ド
国
際
展
示
場
で
開
か
れ
、

好
評
を
得
た
大
展
示
会
が
今
年

も
６
月
に
開
催
さ
れ
る
。

６
月
蛤
日
（
日
）
、
午
前
加

蕊
男前魚無闇雫画剃●里卒、ｐ = w 田部畦輔創＝－－⑤ ~ = －

昨年の展示会から
時
ｌ
午

後
６

垣
、

じ所
< は

Ⅱ
０
０
ト
ー

ア ポ同場時

一
一
イ
ー
ブ
ン

ド
国
際
展
示
場
２
Ｆ
ホ
，
‐
ル
。

慶
び
の
日
の
〃
愛
の
装
い
〃
を

夢
み
る
あ
な
た
に
は
、
ぜ
ひ
ご

ら
ん
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

ジ
ュ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー
で

す
。
案
内
状
を
ご
希
望
の
方

は
、
つ
る
や
衣
裳
店
ま
で
お
申

し
出
下
さ
い
。

●
つ
る
や
衣
裳
勝
／
神
戸
市
中
央
低
三

宮
町
１
１
９
宮
０
７
８
（
３
２
１
）
０

３
６
０
御

○
カ
ー
の
一
ヱ
ア
Ｆ

●
フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

４
月
”
日
’
５
月
蛇
日
ま
で

フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス
リ

ト
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
館
２
Ｆ
で

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

が
開
か
れ
た
。

テ
ー
マ
は
、
〃
北
野
坂
ハ
ウ

ス
″
そ
の
も
の
。
フ
ァ
ミ
リ
ア

の
商
標
に
な
る
「
ア
メ
リ
カ
ン

は
な
み
ず
き
」
一
・
小
鳥
」
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ッ
チ
ン

田
品
・
り
ど
ン
グ
用
品
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
つ

ぱ
い
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

キ
ッ
チ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
用
品

な
ど
は
、
ひ
と
つ
の
物
語
と
し

て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
、
最
初

の
語
り
は
「
港
町
神
戸
に
あ
る

小
さ
な
白
い
洋
館
で
す
…
」
と

つ
づ
く
。
小
さ
な
洋
館
で
の
オ

､ 北野坂ハウス" をテーマにしたクラフトアクセ
サリー（左）とキッチン・リビング用品< 右）

リ
ジ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

神
戸
を
夢
の
あ
る
街
に
演
出
し

て
い
る
。

の
ン
Ｆ
Ｆ
ｍ
力
く

わ
に
賢
さ
拘
古

、
備
前
焼
作
家
和
仁
正
興
氏
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
り
し
ん
で

作
陶
展
を
開
催

岡
山
在
住
の
備
前
焼
作
家
和

仁
正
興
氏
が
、
神
戸
で
は
２
回

『
…
ｉ
１
ｉ
刺
’
繊

墨
感
、
．
”
欝
亭
・
池
了
警
藷
卒
．黙

作品の前で和仁氏

目
の
作
陶
腿
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

り
し
ん
で
４
／
弱
１
４
／
釦
旧

ま
で
開
催
し
た
。

和
仁
氏
は
、
昭
和
蛇
年
に
当

時
備
前
焼
の
大
家
で
あ
っ
た
金

重
陶
陽
師
の
門
下
生
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。
昭
和
印
年
に
は
郷
里

に
も
ど
っ
て
初
窯
を
出
す
。
後

は
、
昭
和
瓢
年
の
第
１
回
個
展

を
は
じ
め
と
し
て
、
地
元
岡
山

で
個
腰
を
続
け
て
い
る
。

「
焼
き
物
を
や
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。
焼
き
物
は
一

生
か
か
つ
っ
て
も
自
分
で
は
納

得
し
に
く
い
も
の
。
現
在
の
作

品
も
ま
だ
気
に
入
ら
な
い
所
が

あ
る
ん
で
す
」
と
和
仁
氏
は
謙

虚
。
約
加
点
の
作
品
に
は
穏
や

か
だ
が
内
容
充
実
し
た
彼
の
生

き
様
が
う
か
が
え
る
。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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１
１４７
１

P E O P L E 〈3 3 ＞

欝
鋳

．
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・
‐
‐
＃
‐
…
．
・
１
‐
ｌ
５
３
ｒ
‐
■
串
．
ｌ
‐
‐
』
凄
鵬
砧
酎
４
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｑ
４
４
Ｊ
４
…
〃
●
迩
屈
０
５
４
４
都
ｇ
‐
’
南
国
楓
目
心
、
睡
胆
、
’

一
繍
籍
灘
一
騒
馴
雛

S ＨＯＷ
ｅ夏のサヴィは
大人の遊び心をくすぐる
センタープラザ３階にある

＜リザ・サロン＞神戸本店で、
４ﾉﾖ19～21日、'８５
ツトコレクション
デルに開かれた. 。

あ

夏の
がお

サヴィニ
客様をモ

今年のサヴィは、肩に
るパットを入れたもの

丸みの
やドル

マンスリーブが多く、トップに
ボリュームをもたせ、ボトムを
タイトにおさえている。サヴィ
ニットは追求されたシルエット
と
の
た

着心
バラ

地にこだわり、トー
ンスに執着した完成

大人の女性のための服。
さりげない気こなしで、

シシ

みま
ク・エレガンスに挑戦
せんか。

ダル

され

クラ
して

①＜リザ･ サロン＞神戸本店宮3 9 1 - 6 8 0 6

『
○
コ
○
い

⑬
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
か

》
ｂサ

マ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の

ご
案
内
〃
．

期
間
／
７
月
１
日
’
８
月
釧
日

料
金
／
釦
名
棟
帥
万
円
、
追
加
１

名
標
に
つ
き
１
２
０
０
０
円
、
特

典
／
挙
式
料
釦
％
割
引
き
。
音
楽

演
奏
、
写
真
、
ビ
デ
オ
撒
影
、
プ

．
・
ヶ
唾
％
割
引
き
。
貸
衣
裳
、
美

容
若
付
即
妬
割
引
き
。
引
出
物
５

鍔
割
引
き
。
お
２
人
の
ご
宿
泊

（
朝
食
付
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

・
サ
マ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
ッ
ク

以
外
の
通
常
セ
ツ
・
幅
の
挙
式
及
び

ご
披
灘
要
も
承
り
ま
す
。
（
右
記

期
間
巾
，
の
場
合
に
限
り
特
典
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

詳
し
く
は
要
会
予
約
係
へ

言
〈
０
７
８
）
３
３
１
．
．
８
１
１
１

●
ブ
ラ
イ
ダ
ル
チ
ャ
ペ
ル
の
あ
る

ポ
ー
ト
ピ
ア
神
戸
胤
月
堂
が
、
帥

年
９
月
婚
Ｈ
オ
ー
プ
ン
予
定
。
夢

の
島
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
耐
れ

や
か
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ベ
ル
を
…

抑
納
播
式
披
露
裳
、
各
種
換
会
ご

予
約
承
り
吉
す
。
お
料
理
、
ご
矛

菰
淡
出
な
ど
お
気
軽
に
お

わ
せ
下
さ
い
。
神
戸
風
月

堂
／
（
０
７
８
）
‐
ｌ
３
２
１
１
５

Ｐ
⑨
Ｐ
⑨
侭
唖

●
レ
ス
ト
ラ
ン
・
プ
ラ
ン
・
ド
ウ
・

プ
ラ
ン
の
も
う
や
つ
の
期
１
円
本

の
味
Ｉ
天
ぷ
ら
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

ご
拙
待
。
ご
商
縦
に
ぜ
ひ
お
推
め

し
た
い
お
食
郡
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
に
も
お
気
軽
に
利
川

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
〔
サ
ー
ビ
ス

タ
イ
ム
Ａ
ｍ
Ｍ
ｎ
”
ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２

“
叩
〉
ご
予
約
は
宮
（
０
７
８
）

３
２
１
１
１
４
５
５
ま
で
。

弔
勺
寺
宙
》
や
。
。
朝

■齢嘩§

セサリーポシニットです。受け
取りはプティックサン・ミョシ
ヤまで。

鐸；
騨灘

●ゴンチャロフ製菓より夏の新
製品「クールメッセージ』を

ゴンチャロプ製菓より、秀り
の飲みものデザート「クールメ
ッセージ』（￥2 , 0 0 0 ）を５名徴
にプレゼン1 °いたします。ワイ
ン・グリーーンティー・ティーー・
コーヒー、それぞれの豊かなア
ロマを生かした繊細な胤味をご
満喫Ｆさい。

P R E S E N T
C ＯＲＮＥＲ

応
募
方
法
、
蕊
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
稀
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
ｉ
央
区
東
町

畑
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
謀
下
さ
い
。
６
月
”

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
透
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
梨
沓
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

●●
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ゆったりした時間が広がる

ボ
ー
ン
〃
は
、
ト
ル
コ
ブ
ル
ー

の
色
が
印
象
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
で
ナ
、
ワ
い
イ
ン
テ
リ

ア
。
女
の
子
た
ち
も
、
ち
ょ
っ

と
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
で
お
し
ゃ
れ
な
感
じ
。
マ
マ

さ
ん
も
神
戸
ら
し
い
モ
ダ
ー
ン

だ
け
ど
気
さ
く
な
雰
囲
気
で
、

こ
ま
や
か
な
気
づ
か
い
だ
。

落ち着いた造りの店内

☆
陽
気
な
こ
と
が
大
好
き

チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
カ
フ
ェ

「
何
か
お
も
し
ろ
い
企
画
が
な

い
か
な
」
と
い
つ
も
思
案
の
マ

ス
タ
ー
は
、
陽
気
な
店
づ
く
り

に
ご
執
心
、
浮
か
ん
だ
ア
イ
デ

ア
の
一
つ
に
火
、
木
曜
８
時
に

セ
ッ
ト
の
〃
乾
杯
ビ
ー
ル
〃
。

嬉
し
い
こ
と
悲
し
い
こ
と
、
ば

か
ば
か
し
い
こ
と
み
ん
な
ま
と

め
て
〃
乾
杯
〃
・
他
に
も
多
彩

な
企
画
を
毎
日
盛
り
込
む
趣
旨

だ
か
ら
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
こ

ろ
。
場
所
は
ト
ア
ロ
ー
ド
と
交

差
す
る
サ
ン
セ
ッ
ト
通
り
を
す

ぐ
東
へ
・
タ
イ
シ
ン
サ
ン
セ
ッ

ト
ピ
ル
２
Ｆ
に
あ
る
ア
メ
リ
カ

ン
ス
タ
イ
ル
の
店
。
カ
ラ
オ
ケ

ス
テ
ー
ジ
あ
り
、
パ
ー
テ
ィ
も

Ｏ
Ｋ
。

$ 驚識

び
っ

’
1４９
１

ヤングの溜り場

改
装
し
た
ば
か
り
だ
が
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
が
受
け
て
、
活
気

の
あ
る
賑
わ
い
。
神
戸
の
ナ
イ

ト
ラ
イ
フ
の
魅
力
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
打
ｌ
旧

小
坂
ピ
ル
２
Ｆ

両
０
７
８
（
３
２
１
）
５
５
０
４

☆
玉
子
の
香
り
が
プ
ー
ン
と

手
焼
せ
ん
べ
い
の
魅
力

手
づ
く
り
せ
ん
べ
い
を
焼
く

四
角
い
鉄
板
の
上
に
、
黄
金
色

の
ね
っ
た
粉
が
、
少
し
づ
つ
四

ッ
。
ぐ
っ
と
鉄
の
ふ
た
を
押
え

て
開
け
る
と
こ
ろ
に
焼
ご
て
で

楠
正
成
が
ジ
ュ
ッ
ー
と
。
ぽ
ん

と
鉄
板
か
ら
落
さ
れ
た
焼
き
た

て
の
瓦
せ
ん
べ
い
を
つ
ま
ん
で

見
る
、
さ
つ
く
り
し
て
玉
子
が

ふ
ん
わ
り
香
る
。
美
味
し
い
／
，

阪
急
春
日
野
道
駅
の
山
側
に

あ
る
春
日
野
道
商
店
街
の
す
ぐ

西
側
の
〃
東
京
堂
総
本
舗
″
は

前
川
さ
ん
の
親
子
が
焼
い
て
、

奥
さ
ん
が
販
売
員
。
加
円
の
野

球
カ
ス
テ
ラ
、
瓦
せ
ん
べ
い
獅

円
（
一
○
○
○
円
、
一
五
○
○

円
）
格
子
せ
ん
べ
い
、
豆
せ
ん

べ
い
な
ど
、
焼
き
た
て
が
い
か

に
お
い
し
い
か
と
素
朴
に
考
え

て
し
ま
う
味
。
今
評
判
の
手
焼

せ
ん
べ
い
の
店
。

回
神
戸
市
中
央
区
国
香
通
１
１
１
‐
⑱

両
０
７
８
（
２
２
２
）
８
８
３
８

騨雷諺塚 園
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
‐
１

タ
イ
シ
ン
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
２
Ｆ

３
Ｐ
Ｍ
Ｉ
２
・
加
Ａ
Ｍ
無
休

茸
０
７
８
（
３
２
１
）
５
５
０
２

★
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で

ア
ン
ニ
ュ
イ
な

〃
サ
ラ
・
ボ
ー
ン
〃

東
門
筋
の
北
入
口
か
ら
少
し

南
に
下
る
と
東
側
に
、
ト
ル
コ

ブ
ル
ー
の
小
さ
な
扉
。
押
す
と

港
の
波
止
場
の
よ
う
な
、
白
く

塗
ら
れ
た
鉄
の
ロ
ー
プ
状
を
つ

た
っ
て
階
段
を
の
ぼ
る
。
導
入

部
が
ム
ー
デ
ィ
だ
。
〃
サ
ラ
。

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

寿
司
と
懐
石
料
理

花
隈
・
成
駒
家

市
典
区
中
町
通
２
１
３
１
１
チ
サ
ン

ホ
テ
ル
ー
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
７
１
）
１
３
１
５
０

花
隈
・
成
駒
家
が
新
し
く

チ
サ
ン
ホ
テ
ル
に
も
オ
ー
プ

ン
し
た
。
「
気
軽
で
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
る
お
店
を
」

そ
し
て
「
グ
ル
メ
の
女
性
に

う
な
づ
い
て
も
ら
い
た
い
」

と
云
う
の
が
こ
の
店
。

家族三人で頑張ってます

メ
ニ
ュ
ー
の
方
も
、
〃
扇
″

￥
３
０
０
０
（
ミ
ニ
懐
石
．

７
品
）
〃
松
花
堂
″
￥
２
０

０
０
の
他
、
〃
成
駒
弁
当
″

￥
８
０
０
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

味
香
を
選
り
す
ぐ
っ
た
昼
膳

を
用
意
す
る
処
は
流
石
。
勿

論
、
寿
司
の
方
も
定
評
通
り
。

手
巻
き
ネ
ギ
ト
ロ
あ
た
り
に

も
こ
の
お
店
の
意
気
込
み
と

練
ら
れ
た
伝
統
の
味
が
生
き

て
い
る
。
如
人
程
の
宴
会
も

可
能
、
ホ
テ
ル
へ
の
出
張
仕

出
し
も
す
る
そ
う
で
、
逗
留

す
る
旅
行
者
か
ら
も
〃
海
の

幸
に
恵
ま
れ
た
神
戸
″
の
賛

沢
な
土
産
話
と
し
て
重
宝
さ

れ
そ
う
だ
。
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＝＝可註幽一

☆
〃
ザ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
オ
ブ

ニ
ユ
ー
メ
デ
丁

・
コ
ウ
ベ
〃
地
下
鉄
の
映
像

「
壁
新
聞
登
場
」
ノ
．

大
倉
山
駅
か
ら
三
宮
駅
ま

で
、
待
望
の
地
下
鉄
が
六
月
十

八
日
に
開
通
す
る
が
、
同
時
に

新
し
い
マ
ル
チ
・
ビ
ジ
ョ
ン
が

登
場
す
る
。
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
・
オ
ブ
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
」
が
そ

れ
で
、
タ
テ
に
４
台
、
ヨ
コ
に

の
既
に
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
仕
様
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
、
「
さ
ん
ち
か
」
な
ど
で
も
親

し
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
な
ど
の
ア
ナ

ロ
グ
映
像
と
ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
同
時

に
自
由
に
使
い
こ
な
せ
る
新
設

計
で
世
界
初
の
も
の
だ
。

こ
の
第
１
号
機
は
、
地
下
鉄
．

新
三
宮
駅
中
央
コ
ン
コ
ー
ス
の

み
な
さ
ん
と
共
に
、
こ
の
ち
え
お
く

れ
の
人
の
働
く
様
子
を
中
心
に
し
た
映

画
の
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

●
延
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
－
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

宙
二
五
一
ｉ
八
一
六
一
内
線
三
一
六

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

８
列
、

計
詑
台

の
尋
ブ
ラ

ウ
ン
管

を
連
ね

た
大
規

模
な
も

盛り上がった前回の
ディスカッション

まれいりで日日るとにわ本特
と〃さくか人に

タ
テ
マ
エ
〃
が
、
日
本
独
特
の

も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。
今

村
朝
日
放
送
国
際
室
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
５
カ
国
の

パ
ネ
リ
ス
ト
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
「
す
れ
違
い
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
６
月
９
日

午
後
１
時
半
よ
り
神
戸
国
際
会

議
場
で
開
か
れ
る
。
各
国
の
文

化
の
一
端
が
う
か
が
え
そ
う
で

壁
面
に
お
目
見
得
す
る
が
、
ひ

き
つ
づ
き
京
阪
神
各
地
を
は
じ

め
、
全
国
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
ネ
ッ
ト
化
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
〃
Ｔ
Ｖ
壁
新

聞
〃
、
街
の
話
題
を
さ
ら
い
そ

う
だ
。

☆
本
音
と
タ
テ
マ
エ
が
ぶ
つ
か

る
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル

国
際
化
時
代
が
進
み
、
異
文

化
を
も
っ
た
人
々
と
の
交
流
が

増
え
て
い
る
今
日
、
互
い
の
社

会
、
習
慣
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

☆
ち
え
お
く
れ
の
人
の
就
労
問
題
の
映

画
撮
影
開
始

ち
え
お
く
れ
の
問
題
の
啓
発
映
画
を

作
っ
て
寄
脳
す
る
か
ら
、
活
用
し
て
ほ

し
い
と
い
う
大
変
あ
り
が
た
い
お
申
出

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
申
し
出
は
、
本

迎
勤
の
啓
発
映
面
「
小
さ
な
輪
・
大
き

な
輪
」
の
掘
影
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
松
本

一
郎
さ
ん
で
す
。

松
本
さ
ん
は
、
「
誕
生
日
あ
り
が
と

う
述
動
の
し
お
り
増
刊
第
八
十
号
」
の

第
二
１
三
面
に
特
集
し
た
、
ホ
テ
イ
護

謹
株
式
会
社
で
働
く
ち
え
お
く
れ
の
人

た
ち
の
様
子
に
感
激
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
自
分
の
得
意
と
さ
れ
る
八
ミ
リ
映

画
に
よ
っ
て
、
ち
え
お
く
れ
の
人
の
就

労
問
題
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
お
港
え

に
な
っ
た
の
で
す
。

本
通
勤
で
も
、
啓
発
映
画
「
小
さ
な

輪
・
大
き
な
輪
」
は
、
昭
和
五
十
七
年

三
月
以
来
全
国
各
地
で
上
映
さ
れ
、
五

本
の
貸
出
し
フ
ィ
ル
ム
が
、
フ
ル
帳
と

い
う
状
態
で
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、
次
の
啓
発
映
両
を
弧
む
声
が
で
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
映
画
の
寄
附

を
う
け
れ
ば
、
き
っ
と
多
く
の
方
に
利

用
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
本
さ
ん
の
構
想
で
は
、
ホ
テ
イ
誰

護
式
式
会
社
で
働
く
特
定
の
一
人
を
中

心
に
し
て
、
職
場
と
家
陛
に
焦
点
を
あ

て
て
撮
影
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

ホ
テ
イ
護
誤
株
式
会
社
も
全
而
的
に
盤

力
さ
れ
、
掻
影
の
中
心
人
物
も
決
定

し
、
諸
準
術
は
順
調
に
進
ん
で
、
撮
影

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１
１５０
１

あ
る
。

皿
申
込
先
〒
剛
神
戸
市
中
央
区
加
納
町

２
１
７
‐
猫
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
回
加
８
８
０
１
参

加
費
１
２
０
０
円
ま
ず
Ｔ
Ｅ
Ｌ
予
約
を

☆
文
化
理
解
に
よ
る

国
際
交
流
を
め
ざ
し
て

発
展
途
上
国
の
物
産
な
ど
を

展
示
、
貿
易
取
引
の
拡
大
、
国

際
交
流
の
推
進
な
ど
の
活
動
を

続
け
て
い
る
神
戸
国
際
交
流
協

会
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
５
月
型
日
か
ら

７
月
創
日
ま
で
〃
ワ
ガ
ン
ゲ
／

展
″
が
開
催
さ
れ
る
の
を
機

に
、
６
月
鯛
日
１
時
半
よ
り
国

際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
、

国
際
文
化
講
演
会
を
開
く
。

と
議
し
叫
鋪

《
聯
鍬
祁
議
副
憾

噂
為
擬
撫

信
行
氏
が
文
半
の
歴
史
に
つ
い

て
。
和
田
正
平
氏
が
今
日
的
問

題
に
つ
い
て
語
る
。

岡
希
望
者
は
、
往
復
葉
書
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
職
業
を
明
記
〒
躯
吹
田
市
千

里
万
博
公
園
１
の
１
（
財
）
千
里
文
化
財
団

国
際
文
化
講
演
会
係
へ

☆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連
盟

弱
周
年
１
万
人
大
集
会

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
兵

庫
連
盟
が
こ
の
程
妬
周
年
を
迎

え
、
記
念
事
業
と
し
て
、
４
月

羽
日
、
ポ
ー
ト
ア
ポ
ム
フ
ン
ド
の

ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
１
万
人
の
大
集
会

を
行
な
っ
た
。

こ
の
兵
庫
連
盟
は
昭
和
沈
年

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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万
博
の
衛
星
放
送
を
受
信
、
放

映
す
る
Ｐ
Ｒ
展
が
行
な
わ
れ

た
。中

学
２
年
の
小
吹
文
紀
君
を

中
心
と
す
る
担
人
の
メ
ン
バ
ー

が
、
１
月
よ
り
企
画
、
実
施
に

向
け
活
動
を
始
め
、
つ
く
ば
万

博
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

内
容
に
す
る
た
め
、
約
四
十
の

企
業
、
団
体
を
ま
わ
り
、
文
化

祭
当
日
に
は
、
各
パ
ビ
リ
オ
ン

の
ポ
ス
タ
ー
、
ス
タ
ン
プ
、
宣

伝
用
ビ
デ
オ
な
ど
充
実
し
た
資

料
を
存
分
に
使
っ
た
展
示
会
場

を
つ
く
り
あ
げ
た
。

★
う
る
わ
し
の
三
美
神
誕
生
へ

交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
の
角
に

こ
の
〃
笑
い
の
芸
術
″
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
の
が
こ

の
催
し
。
当
日
の
会
場
は
ほ
ぼ

満
席
で
、
外
国
人
の
姿
も
ち
ら

ほ
ら
。
夜
の
部
で
は
、
人
間
国

宝
・
茂
山
千
作
さ
ん
の
小
舞
を

は
じ
め
、
コ
ミ
カ
ル
な
「
墨
塗
」

な
ど
４
つ
の
演
目
で
場
内
を
湧

か
せ
て
い
た
。

☆
灘
枝
文
化
祭
に
つ
く
ば
博

中
２
グ
ル
ー
プ
の
名
企
画

人
間
・
居
住
・
環
境
と
科
学
技

術
を
テ
ー
マ
に
、
筑
波
で
科
学

万
博
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
５

で
個
展
を
開
き
評
判
を
呼
ん
だ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
中
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
永
沢
ま
こ
と
さ
ん

（
網
）
が
、
今
年
は
〃
稲
年
の

北
斎
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
描
く
．

ｚ
画
言
冨
○
詞
宍
三
十
六
景
展
″

″
と
意
欲
的
な
作
品
で
五
月
二

日
か
ら
神
戸
っ
子
達
に
ア
ピ
ー

ル
◎

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
風
景
と
人

っ
て
、
中
世
の
風
俗
や
話
し
言

葉
を
伝
え
て
来
た
文
芸
資
料
で

あ
る
が
、
青
少
年
の
人
達
に
も
、

韓再啄可 の
減
少
と
い
う
悩
み
を
も
抱
え

て
は
い
る
も
の
の
、
午
前
中
の

第
１
部
、
午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
共
に
多
く
の
観
衆
の
参
加

も
得
て
成
功
裏
に
会
を
閉
じ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
運
動

の
前
進
へ
次
な
る
一
歩
を
期
し

て
い
た
。

☆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ノ
．

聯

鍔 議
妙趣

昨
年

五
月
の

毒
連
休
に

垂
初
め
て

癖
神
戸
・

永
三
宮
そ

ご
う
美

術
画
廊

間
が
イ
キ
ィ
キ
と
詩
情
漂
わ
せ

て
描
か
れ
、
ま
る
で
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
中
に
い
る
よ
う
な
息
づ

か
い
と
安
ら
ぎ
が
あ
る
の
は
愛

着
こ
め
て
ス
ケ
ッ
チ
す
る
〃
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ｏ
〃
の
姿
を
見
る
よ
う
だ
。

今
年
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
人

間
図
鑑
」
や
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

エ
ス
ニ
ッ
ク
図
鑑
」
な
ど
の
筆

者
で
、
夫
人
の
宮
本
美
智
子
さ

ん
も
姿
を
見
せ
て
「
十
七
年
も

い
て
ア
キ
ア
キ
す
る
ほ
ど
・
・
…
．

（
笑
）
」
と
い
え
る
ほ
ど
の
一
三

●

ｌ
ヨ
ー
ク
通
。
「
一
一
ユ
ー
ョ
ー

ク
の
作
家
達
」
や
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
女
た
ち
」
な
ど
、
彼
女

の
仕
事
も
一
一
ユ
ー
ョ
ー
カ
ー
達

の
魅
力
を
引
き
出
す
〃
人
間
讃

歌
″
は
夫
妻
の
共
通
点
。
見
事

な
国
際
人
だ
。

☆
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

「
東
西
狂
言
会
」

神
戸
湊
川
神
社
に
あ
る
神
能

殿
で
、
去
る
４
月
焔
日
、
「
東

西
狂
言
会
」
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
神
戸
生
田
と
神
戸
楠

の
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
今
回
で
７

回
目
に
な
る
。

：
》
謹
琴
劃
確
坐
郭
間
」

，
境
一
郎
先
生
を

＆
か
こ
む
会
編

神
戸
商
大
で
、
そ
の
仙
身
で
あ
る
神

戸
径
専
時
代
か
ら
数
え
て
“
年
の
永
き

に
亘
っ
て
教
鞭
を
と
っ
た
境
一
郎
教
授

の
定
年
退
官
に
際
し
て
発
行
さ
れ
た
エ

ッ
セ
イ
架
。
既
に
各
界
で
活
凧
し
て
い

る
ゼ
ミ
卒
業
生
ら
が
、
洲
時
の
想
い
出

を
棟
々
に
寄
稲
し
て
い
る
。
八
こ
の
書

廠
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、
宮

０
７
８
（
９
７
４
）
３
６
０
９
〃
か
こ

む
会
″
ま
で
Ｖ

艮
・
・
鍵
・
秤
『
率
詫
“
坐
』

中
村
茂
隆
著

タ
イ
ト
ル
に
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
日
常
の
小
さ
な
契
機
を
起

点
に
、
〃
音
楽
よ
も
や
ま
話
″
が
手
際

よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
、
楽
し
い
読
み
物

と
な
っ
て
い
る
。
誰
者
は
神
戸
大
学
で

音
楽
理
論
を
教
授
さ
れ
る
方
だ
が
、
「
海

外
か
ら
や
っ
て
く
る
〃
名
″
演
奏
家
の

会
を
最
大
の
関
心
率
と
し
」
て
い
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
関
係
者
の
「
ひ
と
り
よ
が
り

な
差
別
意
識
」
を
や
ん
わ
り
紬
し
て
み

せ
る
文
軍
は
、
人
柄
だ
け
で
な
く
、
信

条
に
も
喪
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
八
神
戸

新
川
出
版
セ
ン
タ
ー
￥
１
２
０
０
Ｖ

謹
蝿
砺
卿
麹
購
》

「
時
計
で
は
ば
か
れ
な
い
時
間
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
腕
時
針
と
肌
め
っ

こ
し
な
が
ら
先
を
急
ぐ
、
常
の
な
か

で
、
つ
い
忘
れ
が
ち
な
も
の
。
こ
の
物

語
は
、
グ
レ
カ
と
名
の
る
恩
猫
を
狂
言

廻
し
に
、
言
の
八
の
び
た
り
縮
ん
だ

り
す
る
Ｖ
も
う
ひ
と
つ
の
時
間
」
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
冒
険
の
旅
に
連
れ

出
し
ま
す
。
岡
剛
さ
ん
の
第
３
作
に
あ

た
り
、
今
口
的
問
題
に
も
さ
ら
り
と
触

れ
ら
れ
て
い
て
、
大
人
も
楽
し
ま
せ
る

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
す
。

八
借
成
社
￥
９
５
０
Ｖ

覗客を湧かせる「塁塗」

間の６００言にの
に永年〃 〃よ周
亘いもは狂う知

’
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図
書

ガ
イ
ド

月力
２
，５

若い､ 企画集団”

化校オＬ行３
祭のたな日
で文灘わに
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，
，
’
１
‐
，
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
，
‐
’
‐
‐
，
…
，
，
１
１
１
☆
演
出
家
の
岡
田
美
代
さ
ん
の
新
取
務

に
東
京
で
行
な
わ
れ
る
。
。
ｙ
‐
塁
；
；
’
，
ｊ
，
’
ミ
ー
‐
罰
‐
‐
ｉ
‐
１
１
’
・

倉
康
雄
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
剤
輔
畢
蕊
騨
一
織
僻
洲
蹄
呼
準
撫
噸

地
下
か
ら
姿
を
現
わ
し
た
〃
さ

ん
ち
か
の
女
神
ア
ル
バ
〃
の
側

で
腰
掛
け
て
街
を
眺
め
る
人
々

が
多
く
な
っ
た
。
中
央
区
役
所

の
東
南
角
の
二
美
神
に
続
い

て
、
こ
の
七
月
に
は
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ

に
な
っ
て
い
た
。

名
だ
た
る
日
本
第
一
の
風

光
と
歴
史
を
も
つ
須
磨
界
隈

を
ど
の
よ
う
に
育
て
守
る
べ

き
な
の
か
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
北
野
町
、
三
宮
界
隈
は

い
ま
、
若
い
観
光
客
で
賑
わ

っ
て
は
い
る
が
、
観
光
と
い

う
視
点
か
ら
だ
け
見
て
も
こ

の
須
磨
界
隈
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
、
今
し
っ
か
り
と

見
直
し
、
神
戸
の
観
光
の
も

う
一
つ
の
拠
点
と
し
て
生
か

す
べ
き
で
は
な
い
か

八
Ｙ
Ｖ

ウ
ン
の
子
供
服
メ
ー
カ
ー
〃
キ

ム
ラ
タ
ン
〃
（
中
央
区
港
島
中

町
６
丁
目
）
の
一
階
フ
ロ
ン
ト

に
〃
三
美
神
″
が
誕
生
す
る
。

作
者
は
彫
刻
家
の
新
谷
扉
紀

さ
ん
。
只
今
、
そ
の
三
美
神
の

ミ
ュ
ー
ズ

う
る
わ
し
く
も
力
強
い
女
神
の

ｐ
０
０
０
ｐ
０
０
写
．
７
０
１
●
０
．
９
．
１
１
１
８
０
１
１
１
１
⑪
８
０
６
．
９
０
３
０
０
．
５
８
９
８
Ｊ

花 時計須
磨
こ
そ
大
切
に

須
磨
の
水
族
館
が
構
成
を

新
し
く
し
て
観
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
新
聞
記
事
の
記
憶

が
頭
に
浮
か
ん
だ
。

そ
し
て
、
水
族
館
を
訪
ね

た
。
大
型
連
休
も
最
後
の
一

日
と
あ
っ
て
、
親
子
連
れ
で

賑
わ
い
混
み
合
っ
て
い
た
。

確
か
に
水
族
館
の
展
示
も

ピ
の
全
番
組
の
な
か
か
ら
優
秀

と
評
価
さ
れ
た
も
の
に
贈
ら
れ

る
。今

回
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

「
核
の
時
代
に
人
間
は
…
」
（
弱

年
ｎ
月
９
日
放
送
）
で
広
瀬
隆

氏
を
ゲ
ス
ト
に
、
核
実
験
の
後

遺
症
、
原
発
の
廃
棄
物
処
理
な

ど
の
難
解
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
な

問
題
を
「
平
易
に
し
て
身
近
な

ト
ー
ク
番
組
と
す
る
こ
と
に
成

､ 三美神”

制
作
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

キ
ム
ラ
タ
ン
の
木
村
豊
社
長

は
、
こ
の
春
急
逝
さ
れ
、
五
月

十
六
日
が
社
葬
。
〃
三
美
神
″

は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
生
命
を

か
け
た
豊
社
長
の
〃
美
″
へ
の

シ
ン
ボ
ル
に
思
え
て
、
そ
の
誕

生
が
待
た
れ
て
い
る
。

☆
ラ
ジ
オ
関
西
が

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
選
奨
を
受
賞

ラ
ジ
オ
関
西
制
作
の
「
ス
タ
ジ

オ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ホ
ッ
ト
に
語
ろ

う
ノ
．
」
（
月
Ｉ
金
Ａ
Ｍ
ｍ
・
“
ｌ

ｕ
・
肥
）
が
、
的
年
度
の
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
選
奨
を
受
賞
し
た
。

こ
れ
は
、
放
送
評
論
家
を
中

心
に
し
た
「
放
送
批
評
懇
談
会
」

の
主
宰
に
よ
る
も
の
。
１
年
間

に
放
送
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
・
テ
し

面
白
く
組
み
立
て
直
さ
れ
て

久
し
ぶ
り
に
多
種
多
様
の
魚

た
ち
と
め
ぐ
り
合
っ
た
。

今
年
は
源
平
八
百
年
祭
と

し
て
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
魚
に
も

「
ア
ッ
モ
リ
ウ
オ
」
と
「
ク

マ
ガ
イ
ウ
オ
」
が
い
て
、
小

さ
な
魚
な
が
ら
、
い
か
に
も

手
の
こ
ん
だ
武
張
っ
た
姿
形

を
し
て
い
る
の
に
思
わ
ず
微

苦
笑
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
須
磨
の

海
岸
線
の
変
わ
り
よ
う
に

は
、
呆
然
、
鷲
く
ば
か
り
だ
。

い
つ
の
間
に
か
砂
浜
へ
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
が
二
本
も

１
１５２
１

属
ｃ
閃
園
田
＠
ｍ
目

☆
兵
庫
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
協
会

（
財
団
法
人
）
も
、
周
年
を
迎
え
、
淡

路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
も
閉
園
し
て
新
体

制
で
管
理
運
営
さ
れ
ま
す
。
会
長
・
坂

井
時
忠
／
理
事
長
・
大
谷
薫
／
専
務
理

事
・
田
路
一
夫
／
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
長
”
松
本
庇
美
／
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ク
園
長
・
永
田
福
夫
。

★
兵
庫
県
教
脊
萎
員
会
社
会
教
育
・
文

化
財
課
長
の
西
深
良
之
氏
が
、
四
月
に

文
部
省
大
臣
官
房
政
策
課
勤
務
に
帳
任

さ
れ
、
後
任
に
北
村
幸
久
氏
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

★
関
西
地
域
開
発
株
式
会
社
よ
り
、
株

式
会
社
大
阪
マ
ル
ピ
ル
と
社
名
変
更
の

お
知
ら
せ
。
フ
ァ
ッ
シ
画
ン
タ
ワ
ー
大

阪
マ
ル
ピ
ル
・
大
阪
節
一
ホ
テ
ル
／
株

報
雲
社
大
阪
マ
ル
ピ
ル
（
取
締
役
会
長

／
藤
田
一
暁
、
取
締
役
社
長
／
吉
本
晴

彦
）☆四

月
よ
り
市
民
局
長
の
伊
藤
治
行
氏

が
中
央
区
長
に
転
任
、
後
任
に
田
淵
栄

次
氏
が
市
民
局
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
に
お
な
じ
み
だ

っ
た
神
戸
市
経
沢
局
商
工
課
商
工
係
長

の
松
井
泰
男
さ
ん
が
、
市
民
局
消
饗
生

活
課
消
費
生
活
係
長
に
。
陸
惟
に
は
矢

６
７
３
９

★
神
戸
幸
冊
山
身
の
女
優
明
日
香
尚
さ
ん

が
〃
ど
り
み
い
７
″
（
代
表
高
橋
泰
）

に
所
属
。
〒
叩
聖
雁
都
港
区
赤
坂
２
ノ

型
ノ
虹
茸
“
（
躯
）
５
８
４
４

☆
大
丸
前
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
〃
セ
リ
ザ

ワ
〃
の
セ
リ
ザ
ワ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
芹
羅
豊
男
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
湾
方
子

さ
ん
が
、
５
月
詣
日
に
阿
部
泰
久
さ
ん

と
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
結
婚
さ
れ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
明
石
の
歯
科
医
柏
木
善
平
氏
の
長
女

由
紀
子
さ
ん
が
、
４
月
加
日
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
、
大
阪
電
通
マ
ン
の
三
木
知
敬

さ
ん
（
三
木
健
次
三
共
生
興
Ｋ
Ｋ
副
社

長
ご
子
息
）
と
挙
式
。
新
住
所
は
芦
屋

市
朝
日
ケ
丘
町
知
ノ
ー
、
朝
日
丘
ア
ー

パ
ン
ラ
イ
フ
弐
番
館
班
号

☆
リ
ポ
ー
ン
さ
ん
ち
か
で
、
は
な
や
か

に
改
装
し
た
側
ム
ラ
ク
（
久
木
克
悦
社

長
）
の
お
嬢
さ
ん
（
久
木
ち
ひ
ろ
さ

ん
）
が
、
東
京
吉
祥
寺
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
で
、
４
月
犯
日
に
深
畑
敦
さ
ん
と

ゴ
ー
ル
イ
ン
。
お
め
で
Ｌ
岩
フ
ノ

鍵
｢スタジオＴＯＤＡＹ｣ 収録風景

月式た価た功
２９は受。をと ｰ
日５賞得評し
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主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子

小
誌
は
昭
和
団
年
に
創
刊
巧
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
お
よ
び
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
と
と
も
に
、
西
日
本
に
お
け
る
文
学
活
動
の
一

層
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

．
第
一
凶
神
戸
文
学
没
「
晶
両
ブ
ル
ー
ス
」
（
川
脈
斬
Ⅱ
尼
崎
市
）
同
女
流
文
学
此
「
ペ
ッ
ト
の
背
景
「
（
小
倉
弘
子
Ｉ
大
阪
市
）

・
鉱
二
回
神
戸
文
学
笈
「
姥
捨
て
」
（
奥
野
忠
昭
Ⅱ
大
阪
府
柏
原
市
）
「
生
活
」
（
吉
峰
正
人
Ⅱ
神
戸
市
）

（
こ
の
回
の
神
戸
女
流
文
単
賞
は
該
当
な
し
で
、
神
戸
文
学
賞
を
二
作
が
受
賀
）

・
第
三
回
神
戸
文
学
賞
「
自
由
と
正
義
の
水
た
ま
り
」
（
蒼
竜
一
Ⅱ
奈
良
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
夢
の
消
滅
」
（
大
原
由
記
子
Ⅱ
高
知
市
）

・
第
四
回
神
戸
文
学
賞
「
熔
け
る
闇
』
（
高
木
散
克
Ｉ
神
戸
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
影
と
棲
む
」
〈
田
口
佳
子
Ⅱ
伊
丹
市
）

・
第
五
回
神
戸
文
学
賞
Ⅱ
該
当
作
な
し
、
同
女
流
文
学
賞
「
痕
跡
」
（
久
保
田
匡
子
Ⅱ
大
阪
市
）

・
第
六
回
神
戸
文
学
費
「
ガ
ャ
マ
ン
」
（
南
猟
満
作
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
学
賞
該
当
作
な
し

・
第
七
回
神
戸
文
学
典
「
凶
烏
の
群
」
（
徳
留
節
Ⅱ
京
都
市
）
同
女
流
文
学
蛍
「
花
い
ち
も
ん
め
」
（
新
光
江
ｌ
鳥
取
市
）

・
第
八
回
神
戸
文
学
賞
「
昔
の
眠
」
（
服
部
洋
介
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
坐
賞
「
醤
燕
の
堂
音
」
（
菊
池
佐
紀
Ⅱ
愛
媛
県
）

・
鋪
九
回
神
戸
女
流
文
学
貧
「
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
グ
」
（
桑
井
朋
子
Ⅱ
商
石
市
）
「
い
ち
じ
く
」
（
字
山
翠
Ⅱ
北
九
州
市
）

（
と
の
回
の
神
戸
文
学
世
は
該
当
な
し
で
、
神
戸
女
流
文
単
賞
を
二
作
が
受
賞
）

こ
こ
に
第
十
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ
一
、
入
選
発
表
は
本
誌
昭
和
六
十
一
年
新
年
号
誌

一
、
神
戸
文
学
賞
は
男
性
作
品
、
神
戸
女
流
文
学
上
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

賞
は
女
性
作
品
と
し
、
共
に
西
日
本
在
住
者
で
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

応
募
作
品
は
一
篇
に
限
り
ま
す
。
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
入
選
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
入
選
作
品
各
一
篇
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
二

も
の
に
限
り
ま
す
。
拾
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
百
枚
前
後
。
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
略
市
中
央
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ビ
ル
九
階

歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
主
題
（
創
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

作
主
旨
）
を
つ
け
て
下
さ
い
。
電
話
○
七
八
’
三
三
一
－
一
一
二
四
六

一
、
締
切
り
は
八
月
一
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）

八
選
考
委
員
Ｖ
足
立
巻
一
・
小
島
輝
正
。
森
川
達
也
・
島
京
子

口
第
十
回剛

穿
竪
筆
作
品
葦１

１５３
１
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も
っ
と
も
、
厳
密
に
言
う
と
、
タ
イ
ガ
ー
ス
も
ブ
レ
ー
ブ
ス
も

本
社
は
大
阪
に
あ
る
の
だ
が
、
南
海
ホ
ー
ク
ス
や
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ

ー
ズ
の
フ
ァ
ン
に
言
わ
せ
る
に
、
「
あ
ん
な
も
ん
、
西
宮
の
球
団
じ

ゃ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
な
る
と
、
な
か
な
か
ム
ズ
カ
シ
イ
の
だ
が
、
ま
、
屍
理
屈

は
と
も
か
く
、
コ
ー
ベ
の
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
の
大
多
猫
季
は
、
「
ト

ラ
キ
チ
」
ら
し
い
し
、
私
の
勤
め
る
「
神
戸
」
女
学
院
の
学
生
諸

峻
に
お
い
て
も
し
か
り
だ
し
、
タ
イ
ガ
ー
ス
が
負
け
た
翌
日
は
、

教
室
に
入
る
と
き
の
表
情
が
ち
が
う
、
な
ん
て
噂
さ
れ
る
オ
バ
さ

ま
教
授
だ
っ
て
、
居
る
ほ
ど
な
の
で
あ
る
／
，

いよいよセリーグペナントレースもスタート
5 0 周年を記念して新しい応援歌もできましたｃ

若
き
竹
久
夢
二
が
、
岡
山
の
故
郷
か
ら
初
め
て
神
戸
に
出
て
き

た
と
き
、
彼
を
大
い
に
感
激
さ
せ
た
の
は
、
「
ベ
ー
ス
・
ポ
ー
ル
」

だ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
夢
二
は
野
球
フ
ァ
ン
と
な
り
、
上
京
し
て

か
ら
、
早
慶
戦
の
絵
を
描
い
た
ハ
ガ
キ
を
、
せ
っ
せ
と
、
近
く
の

み
や
げ
も
の

い
と
啄

小
さ
な
土
産
物
店
に
届
け
た
と
い
う
。
そ
の
店
を
営
ん
で
い
た
の

が
、
の
ち
に
、
ど
ろ
ど
ろ
し
た
愛
憎
の
ド
ラ
マ
で
彼
の
人
生
を
彩

る
、
他
万
喜
夫
人
だ
っ
た
。

い
ま
、
狭
い
意
味
で
の
コ
ー
ベ
に
は
、
か
つ
て
の
滝
川
中
学
や

神
港
商
業
の
よ
う
な
、
全
国
銘
柄
の
名
門
野
球
チ
ー
ム
は
な
い
。

た
だ
し
、
「
阪
神
問
」
も
ふ
く
め
て
「
神
戸
」
を
広
く
解
す
る
と
、

報
徳
学
園
と
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
と
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
を
、
そ
の

誇
り
（
？
）
と
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

< 神戸女学院大学教授〉

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
、
甲
子
園
球
場
で
の
「
阪
神
１
厘
人
」

カ
ー
ド
・
第
一
回
戦
を
、
取
材
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
に
よ
り

と
ど
ろ

ま
ず
、
全
国
に
勇
名
の
祇
く
、
熱
狂
的
な
タ
イ
ガ
ー
ス
・
フ
ァ
、
〆

の
応
援
ぶ
り
を
．
こ
の
眼
で
た
し
か
め
よ
う
ｌ
と
い
う
の
が
主

に
つ
く

た
る
動
機
で
、
そ
れ
に
は
、
な
ん
た
っ
て
、
「
憎
き
ジ
ャ
ィ
ァ
・
〆

と
を
迎
え
撃
つ
、
今
年
度
の
初
戦
に
か
ぎ
る
。

ま
ず
、
時
計
台
下
で
、
「
タ
イ
ガ
ー
ス
私
設
応
援
団
」
の
伊
東

進
さ
ん
と
落
ち
合
っ
た
の
だ
が
、
名
刺
の
肩
書
き
を
見
て
、
オ
ド

ロ
い
た
。
「
総
務
監
事
長
」
と
あ
る
。
さ
す
が
に
伊
東
さ
ん
は
、

な
か
な
か
親
切
な
人
で
、
「
相
談
役
」
の
一
人
・
森
谷
義
男
さ
ん

と
か
「
慌
察
」
の
森
谷
一
夫
さ
ん
と
か
に
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
た

り
、
球
場
の
担
当
者
に
「
取
材
協
力
」
を
取
り
つ
け
、
い
ろ
い
ろ

三
平
の

神
戸
お
も
心
ろ
風
俗
詔
〈
そ
の
９
〉

●
阪
神
即
周
年
甲
子
園
を
い
く

ゆ
ら
ぎ
、
ど
よ
め
く

「
ト
ラ
キ
チ
」
獄
如
会

小関三平

１
１５４
１

☆
るぽらいた－
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灘

懲蔵

識
無

ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
球
団
の
営
業
担
当
に
話
を
つ
け
て
お
い

た
の
に
、
江
夏
み
た
い
に
腹
の
出
た
中
間
管
理
職
風
の
男
は
、
こ

ち
ら
が
丁
寧
に
頭
を
下
げ
て
い
る
の
に
、
「
な
ん
や
、
こ
い
２

と
い
う
よ
う
な
眼
つ
き
で
、
ジ
ロ
リ
と
一
瞥
し
た
だ
け
で
挨
拶
も

返
さ
ず
、
き
わ
め
て
不
愉
快
で
あ
っ
た
。
私
の
先
誰
に
あ
た
る
球

剛
代
表
・
岡
崎
義
人
氏
に
掛
け
合
お
う
か
と
思
っ
た
が
、
あ
と
で

紹
介
さ
れ
た
球
場
次
長
の
印
象
は
悪
く
な
か
っ
た
の
で
、
忘
れ
る

こ
と
に
し
た
。
取
材
は
、
つ
ね
に
忍
耐
を
要
す
る
の
だ
。

だ
が
、
お
客
の
入
ら
な
い
パ
・
リ
ー
グ
の
「
シ
ン
パ
」
た
る
私

の
、
多
少
は
ヒ
ガ
ミ
を
伴
な
う
立
場
か
ら
見
る
と
、
取
材
す
る
者

へ
の
気
配
り
の
足
り
な
さ
は
、
こ
の
球
団
の
一
而
を
表
わ
す
よ
う

に
み
え
る
。
黙
っ
て
て
も
、
負
け
て
も
、
お
客
は
大
入
り
な
の
で

あ
る
。取

材
班
は
三
人
だ
が
、
「
特
別
指
定
席
」
の
招
待
券
は
二
枚
し

か
、
も
ら
え
な
か
っ
た
。
で
、
財
政
が
決
し
て
豊
か
と
は
言
え
な

い
本
誌
編
集
部
は
、
予
定
外
の
切
符
を
一
枚
、
買
う
こ
と
に
な
っ

た
。
「
外
野
指
定
席
」
で
あ
る
。
外
野
に
指
定
席
が
あ
る
の
も
珍

し
い
が
、
こ
れ
も
、
人
気
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。

;漢駿?蝋

懲議礎篭溌禽

霧舞葬鍔

Ｉ溌鞭‘､'曇謡象醤

鍋
緋
塗
蕊
震

部
幅
ほ
ど
ウ
ソ
で
は
な
い
。

豊
幅
な
に
し
ろ
、
何
千
人
が
一
団
と
な
っ
て
、
さ

》
《
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ル
を
、
際
限
な
く
繰
り
返
す
の

函
却
都
だ
か
ら
、
冷
静
に
周
囲
を
観
察
す
べ
き
私
も
、

》
》
串
群
叫
些
哩
信
咋
剖
声
轟
孔
癌
計
》
母
峠
郵
群
討

賎
諦
》
さ
び
し
い
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
く
る
の
だ
。

》
奉
唯
単
な
る
「
声
」
援
で
は
な
い
。
手
拍
子
を
打

幸
誇
唖
ち
、
黄
一
色
の
．
ヘ
ン
・
ラ
ン
プ
メ
ガ
フ
ォ
ン
を

赤
識
誹
打
ち
振
り
、
あ
る
い
は
、
お
酒
を
飲
ん
だ
あ
と

対
串
麺
の
紙
カ
ッ
プ
を
メ
ガ
フ
ォ
ン
代
り
に
し
た
り
、

５
１
５
１

粋
蕪

い
き
』
ｒ
吟
Ⅸ

唖篭穂鋸

磯
: 懲鎮 あ

え
て
右
翼
の
外
野
席
券
を
買
っ
た
の
は
、
そ
こ
で
の
応
援
が

い
ち
ば
ん
派
手
だ
と
、
聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。
入
っ
て
み
る
と
、

な
る
ほ
ど
、
聞
き
し
に
ま
さ
る
熱
気
が
ム
ン
ム
ン
し
て
る
。
ス
コ

ア
・
ボ
ー
ド
を
中
心
に
、
右
翼
に
は
、
タ
イ
ガ
ー
ス
の
帽
子
を
か

ぶ
り
、
黄
色
い
メ
ガ
フ
ォ
ン
を
持
っ
た
フ
ァ
ン
が
ギ
ヅ
シ
リ
、
辰

巽
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
フ
ァ
ン
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
メ
ガ
フ
ォ
、
》

を
持
っ
て
い
る
。

試
合
が
始
ま
っ
た
と
た
ん
に
、
も
う
、
こ
ち
ら
の
ア
タ
マ
は
お

か
し
く
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
ギ
ッ
シ
リ
満
員
、
周
囲
は
す
べ
て

熱
狂
的
フ
ァ
ン
で
、
そ
れ
こ
そ
一
投
一
打
ご
と
に
、
ワ
ー
、
ワ
ー

叫
ぶ
。
た
と
え
、
フ
ァ
ウ
ル
で
も
、
で
あ
る
。

実
は
、
四
回
表
で
、
す
で
に
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
は
、
１
２
１
０
」

で
リ
ー
ド
し
た
の
だ
が
、
そ
う
な
る
と
、
積
年
の
怨
念
が
胸
中
に

わ
だ
か
ま
る
ト
ラ
キ
チ
は
、
ま
す
ま
す
声
を
張
り
上
げ
る
。
す
る

と
、
念
力
が
通
じ
た
の
か
、
新
監
督
に
率
い
ら
れ
る
「
だ
め
ト
ラ

は
、
突
然
ガ
バ
チ
ョ
と
牙
を
む
き
、
な
ん
と
、
四
回
の
裏
に
、
一
一
．

本
も
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
、
一
挙
に
七
点
も
入
れ
た
の
で
あ
る
。

も
う
、
こ
う
な
る
と
、
右
翼
席
は
、
ま
さ
し
く
狂
喜
乱
舞
、
総

立
ち
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、
浜
甲
子
園
沖

を
航
行
す
る
タ
ン
カ
ー
に
も
聞
こ
え
ん
ば
か
り
の
、
歓
声
と
絶
叫

△
５
４
軒
凸
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齢銅

灘

電騨鐸一 浄

農鍵蕊
議蕊．

６
１
５
１
１

そ
れ
を
握
っ
た
コ
ブ
シ
を
、
掛
け
声
と
と
も
に
突
き
出
す
。
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
な
ん
か
し
な
く
て
も
、
こ
の
全
身
運
動
は
、
健
康
増
進

に
役
立
つ
こ
と
、
マ
チ
ガ
イ
な
い
。

ふ
と
横
を
見
る
と
、
あ
ち
こ
ち
走
り
ま
わ
っ
て
「
職
務
」
を
遂

行
し
て
い
た
カ
メ
ラ
マ
ン
・
池
田
ク
ン
も
、
い
つ
の
間
に
や
ら
席

に
戻
っ
て
、
立
ち
上
が
り
、
ワ
ー
ワ
ー
叫
ん
で
る
し
、
い
つ
も
は

寡
黙
で
控
え
目
、
お
っ
と
り
し
た
「
深
窓
の
令
嬢
」
然
た
る
本
欄

雁
て

担
当
の
瀬
川
サ
ン
ま
で
、
珍
ら
し
く
も
「
ワ
ン
カ
ッ
プ
」
で
火
照

っ
た
頬
を
、
コ
ー
フ
ン
で
さ
ら
に
紅
潮
さ
せ
、
こ
れ
ま
た
立
ち
上

が
っ
て
、
「
ガ
ン
バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
、
マ
・
ユ
・
ミ
、
オ
ー
″
」

な
ど
と
、
か
ぼ
そ
い
声
を
精
一
杯
張
り
上
げ
て
、
笑
顔
満
面
、
な

か
ば
慌
惚
の
人
と
な
っ
て
い
る
。
…
：
。

私
は
、
内
心
ビ
ッ
ク
リ
し
、
か
つ
は
ア
キ
れ
、
次
い
で
、
ニ
ヤ

ニ
ャ
し
て
し
ま
っ
た
。
「
野
球
場
は
初
体
験
」
と
言
っ
て
た
瀬
川

嬢
が
、
「
実
は
ト
ラ
キ
チ
、
真
弓
フ
ァ
ン
」
だ
っ
た
の
だ
。
甲
子

園
球
場
は
、
人
格
を
一
変
さ
せ
る
の
で
あ
る
／
，

閑
古
烏
の
鳴
く
パ
・
リ
ー
グ
で
は
、
こ
う
は
行
か
な
い
。
こ
ん

な
お
祭
り
騒
ぎ
に
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
甲

子
園
球
場
で
は
、
こ
れ
が
常
態
な
の
だ
と
い
う
。
当
夜
は
、
ま
だ

か
な
り
寒
く
て
、
外
野
席
の
最
上
層
に
上
が
っ
て
、
い
や
、
登
っ

て
み
る
と
、
浜
風
は
ビ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
吹
い
た
い
た
。
だ
が
、
こ
こ

で
も
、
竹
の
子
族
ル
ッ
ク
み
た
い
な
、
奇
妙
な
寛
衣
を
身
に
ま
と

っ
た
、
高
校
生
が
三
人
、
大
き
な
旗
を
持
っ
て
走
り
ま
わ
り
な
が

ら
、
応
援
を
、
自
発
的
に
（
？
）
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
東
洋
大
付

属
・
仰
星
高
（
枚
方
市
）
の
ク
ラ
ス
・
メ
イ
ト
だ
と
言
う
。

左
翼
席
に
行
っ
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
は
、
空
席
も
多
く
、
す
っ

か
り
意
気
消
沈
し
て
い
た
が
、
そ
の
代
り
、
ア
ヴ
ェ
ッ
ク
が
ひ
つ

鯵

見て下さいこの頭、ここまで徹底すると見事／（右）一体どうなっているのでしょうか。あまりの凄さに、思わずスコアーボード
を確認（中〕。、論より証拠ミこの連続写真をご覧下さい（左) 。
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、

１
１５７
１

を
寄
せ
合
っ
て
い
た
り
、
右
翼
席
に
入
れ
な
か
っ
た
ト
ラ

グ
ル
ー
プ
が
、
結
果
と
し
て
は
「
ゲ
リ
ラ
」
み
た
い
に
、

ん
で
い
た
り
し
て
い
た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
パ
パ

ら
れ
た
幼
な
い
坊
や
が
二
人
居
て
、
一
方
は
巨
人
、
他
方

か
ぷ

の
帽
子
を
そ
れ
ぞ
れ
被
り
、
仲
良
く
一
肩
を
並
べ
て
呉
越
同

心
に
声
援
を
送
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
合

立
場
は
、
い
さ
さ
か
微
妙
で
は
あ
る
ま
い
か
？
な
ど
と
、

こ
と
を
者
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
た
、
オ
モ
シ
ロ
イ
。

試
合
は
、
「
、
１
２
」
と
、
タ
イ
ガ
ー
ス
の
圧
勝
に
終
っ

た
。
当
然
『
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
歌
』
（
佐
藤
惣
之
助
作
詞

古
関
裕
而
作
曲
）
を
斉
唱
す
る
フ
ア
ン
は
、
生
き
生
き
と

し
て
、
陶
然
た
る
表
情
で
あ
る
。
ト
イ
レ
で
長
い
列
を
つ

く
り
な
が
ら
「
今
年
は
イ
ヶ
る
で
。
優
勝
や
／
・
」
と
か
、

「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
、
春
の
椿
事
や
な
。
あ
と
が
コ
ワ
い
な
こ

と
か
、
話
し
合
っ
て
い
る
。
試
合
が
終
っ
て
ざ
っ
と
一
五

分
ば
か
り
。
さ
ら
に
そ
の
あ
と
は
、
球
場
の
外
の
あ
ち
こ
ち

で
「
バ
ン
ザ
イ
」
を
三
唱
し
た
り
し
て
、
ま
た
約
一
五
分
。

近
く
の
お
で
ん
屋
か
ら
も
、
陽
気
な
声
が
聞
こ
え
る
。
興

や
ら
ぬ
面
持
ち
で
、
「
勝
利
の
美
酒
」
に
酔
う
の
で
あ
る
。

言
わ
せ
れ
ば
、
タ
イ
ガ
ー
ス
人
気
は
、
「
強
い
巨
人
」
あ
つ

と
で
、
老
舗
の
阪
神
球
団
は
、
パ
・
リ
ー
グ
・
フ
ァ
ン
か

と
、
し
ょ
せ
ん
は
、
一
種
の
「
権
力
」
な
の
だ
が
、
そ
れ

も
、
こ
う
い
う
お
祭
り
騒
ぎ
を
肌
で
感
じ
て
み
る
と
、
な

イ
ガ
ー
ス
な
の
か
．
…
．
．
と
い
う
問
題
に
、
い
さ
さ
か
の
興

い
だ抱

か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
テ
ー
マ
に
挑
ん
だ
「
社
会
学

、
だ
れ
一
人
と
し
て
、
居
な
い
。
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
偉
大

、
ウ
ン
。

鷲

蕊
瑠鋭ｒム ジ
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め
つ

に
同
居
し
て
く
れ
る
男
を
望
ん
だ
。
そ
う
い
う
お
誹
ら
え
向
き
の

男
は
、
な
か
な
か
現
れ
な
い
。
あ
せ
っ
て
、
く
だ
ら
な
い
男
を
家

に
引
き
入
れ
た
と
思
わ
れ
た
く
も
な
い
。

歳
月
の
中
で
、
母
や
朋
子
を
疎
ま
し
く
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

肩
を
寄
せ
合
っ
た
り
、
角
突
き
合
わ
せ
た
り
、
傷
口
を
な
め
合
っ

た
り
で
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
に
感
情
の
起
伏
は
あ
っ
た
。

恭
子
の
体
の
線
は
、
ま
だ
あ
ま
り
崩
れ
て
は
い
な
い
。
が
、
勤

務
先
の
化
粧
室
な
ど
で
、
若
い
女
子
社
員
と
一
緒
に
な
っ
た
り
す

る
と
、
鏡
の
中
に
映
る
顔
に
、
皮
膚
の
張
り
の
決
定
的
な
差
を
見

せ
つ
け
ら
れ
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
相
手
が
い
た
。
彼
と
結
婚
で
き
る
の
な
ら
、
朋

子
も
こ
の
家
に
残
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

西
京
大
学
の
講
師
で
あ
る
。
妻
は
長
く
病
床
に
あ
り
、
女
の
子

が
一
人
い
る
。
妻
の
死
は
時
間
の
問
題
だ
と
聞
い
た
。

つ
堆

そ
う
い
う
情
報
を
頼
り
に
、
彼
と
会
う
時
間
だ
け
を
繋
ぎ
合
わ

せ
、
恭
子
は
生
き
た
。

そ
の
時
間
は
短
く
と
も
、
濃
密
な
、
輝
や
か
し
い
も
の
に
思
え

た
。

か
ら

腕
の
中
に
し
っ
か
間
ソ
と
剛
め
と
り
、
燃
え
た
。
激
し
く
短
い
一

十
一
‘
し

瞬
が
奔
恥
川
多
去
る
。

妻
の
葬
儀
の
日
に
は
、
心
か
ら
掌
を
合
わ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

が
、
妻
は
死
な
な
か
っ
た
。

彼
と
別
れ
て
五
年
が
経
つ
。

、
〆
、

一
度
だ
け
、
恭
子
は
産
婦
人
科
医
院
の
門
を
潜
っ
た
声
』
と
が
あ

る
。不

時
の
出
血
を
見
た
の
だ
。

（
が
ん
で
は
…
？
）

恐
怖
が
胸
を
か
す
め
た
。

医
院
の
待
合
室
に
は
、
一
種
、
独
得
な
湿
っ
ぽ
さ
が
あ
っ
た
。

妊
婦
ば
か
り
が
三
人
い
た
。
大
き
な
腹
部
を
か
か
え
た
女
た
ち
で

あ
る
。
中
絶
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
三
人
と
も
年
若
い
。

突
き
出
た
腹
に
手
を
当
て
、
満
ち
足
り
た
顔
を
し
て
い
る
。
き
っ

と
、
生
温
か
い
確
か
な
生
き
も
の
の
胎
動
に
溺
れ
て
い
る
に
違
い

な
い
。

１
１５９
１

ヘ

一
‐
や
も
り
の
卵
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
」

「
や
も
り
…
？
こ
れ
が
．
．
・
・
・
・
」

恭
子
は
息
を
の
ん
だ
。

大
工
が
覗
き
込
む
。

や
つ

「
そ
う
よ
、
や
も
り
よ
・
古
い
家
を
壊
す
と
、
こ
ん
な
奴
が
、
よ

｜
ワ
、
見
つ
か
る
」

大
工
は
言
葉
を
続
け
る
。

「
こ
の
家
に
ゃ
、
や
も
り
が
出
る
は
ず
じ
ゃ
」

「
ｌ
」

「
気
色
わ
る
う
な
い
な
…
？
」

恭
子
は
口
を
閉
じ
た
ま
ま
、
白
い
卵
を
見
つ
め
て
い
る
。

．
部
屋
、
一
部
屋
、
修
繕
せ
ん
で
、
こ
ん
な
古
い
家
は
プ
チ
壊

し
て
、
新
築
し
た
ほ
う
が
エ
エ
の
に
の
う
」

大
工
の
声
は
さ
す
が
に
低
く
な
り
、
咳
き
め
い
た
も
の
に
変
わ

る
。恭

子
は
白
い
卵
に
視
線
を
集
め
て
い
た
。
や
も
り
の
小
さ
な
腹

に
さ
え
、
卵
を
宿
す
力
が
あ
る
と
い
う
分
か
り
き
っ
た
こ
と
が
胸

こ
仁

に
応
え
た
。

（
こ
の
私
に
だ
っ
て
、
い
ま
な
ら
、
い
ま
の
う
ち
な
ら
、
ま
だ
妊

娠
す
る
能
力
は
あ
る
の
に
：
。
）

や

焦
燥
が
熱
い
塊
と
な
っ
て
、
み
ぞ
お
ち
を
灼
く
。

恭
子
は
三
十
九
歳
に
な
る
。
男
と
の
思
い
出
の
日
々
が
な
か
っ

た
訳
で
は
な
い
。
正
式
に
相
手
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
幾
度
か
あ

ふ
ん
ぎ

る
。
が
、
結
婚
へ
の
踏
切
り
が
つ
か
な
か
っ
た
。

朋
子
を
ど
う
す
る
か
。

朋
子
は
こ
の
家
に
残
る
と
言
い
張
る
。

「
部
屋
を
人
に
貸
す
か
ら
、
心
配
し
な
い
で
…
」

笑
い
を
見
せ
て
言
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
生
活
が
で
き
る

と
は
思
え
な
い
。

朋
子
名
義
の
空
き
地
を
売
れ
ば
、
当
分
は
食
べ
て
い
け
る
だ
ろ

う
。
が
、
そ
の
あ
と
は
ど
う
す
る
か
。
先
々
の
生
活
設
計
が
立
た

な
け
れ
ば
、
恭
子
は
気
が
す
ま
な
い
性
分
で
あ
る
。
波
風
を
立
て

な
い
た
め
に
は
、
現
状
維
持
し
か
な
い
。

母
の
存
命
中
も
そ
う
だ
っ
た
。
い
ざ
と
な
る
と
、
母
は
こ
の
家
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な
く
な
っ
た
歌
手
の
こ
と
が
、
す
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
。

彼
と
別
れ
て
以
来
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
い
や
刺
激
さ
れ
る

機
会
の
な
い
部
分
だ
と
い
う
こ
と
に
、
二
重
の
恥
と
無
念
を
覚
え

た
。
別
れ
た
相
手
に
そ
の
思
い
を
転
嫁
し
て
い
る
。
長
患
い
の
彼

の
妻
は
小
康
を
得
て
お
り
、
彼
自
身
は
助
教
授
に
な
っ
た
と
聞
く
。

恭
子
の
子
宮
頚
管
ポ
リ
ー
プ
は
細
胞
検
査
の
結
果
、
良
性
と
い

う
こ
と
で
灼
き
切
ら
れ
た
。

膿
盤
の
中
で
血
の
溜
ま
り
を
広
げ
た
肉
状
の
ポ
リ
ー
プ
が
、
恭

子
の
足
の
甲
に
落
ち
て
き
た
。

（
あ
つ
…
…
）

声
を
あ
げ
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
奥
様
…
」

矢
川
サ
キ
が
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
頭
を
下
げ
て
い
る
。
手
に
は

棒
切
れ
を
持
っ
て
い
た
。

や
も
り
の
卵
は
一
度
、
恭
子
の
足
の
甲
に
当
た
り
、
そ
れ
か
ら

地
而
に
落
ち
た
。

つ
蕊

サ
キ
は
棒
切
れ
の
先
で
卵
を
潰
し
、
さ
ら
に
踏
み
つ
け
る
。
砕

け
た
卵
か
ら
黒
い
糸
状
の
も
の
が
出
て
く
る
。
糸
は
動
い
た
。

「
放
っ
て
お
き
ま
す
と
ね
、
こ
れ
が
一
匹
ず
つ
、
や
も
り
に
な
る

ん
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
」

つ
蕊

言
葉
と
と
も
に
一
一
度
、
一
二
度
と
力
を
こ
め
て
踏
み
潰
す
。
黒
い

糸
が
動
か
な
く
な
る
と
、
ま
だ
壁
土
に
残
っ
て
い
る
卵
を
棒
切
れ

か

で
丹
念
に
掻
き
落
と
し
た
。
夏
の
陽
を
吸
い
つ
つ
落
下
す
る
白
い

球
は
声
な
き
声
を
放
ち
、
サ
キ
の
サ
ン
ダ
ル
の
下
に
命
の
滴
り
を

残
し
た
。

や
も
り
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
幾
年
が
経
つ
だ
ろ
う
。
最
初
の

間
は
確
か
に
気
味
が
わ
る
か
っ
た
。

夜
、
な
に
げ
な
く
ガ
ラ
ス
戸
に
目
を
向
け
る
と
、
き
ま
っ
て
、

白
い
腹
を
見
せ
、
四
肢
を
広
げ
た
姿
が
張
り
つ
い
て
い
る
。
視
線や

を
あ
わ
て
て
反
ら
す
。
し
ば
ら
く
し
て
、
お
そ
る
お
そ
る
目
を
遣

る
と
、
ま
だ
張
り
つ
い
て
い
る
。
無
気
味
さ
が
先
に
立
ち
、
追
い

払
う
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

垂
直
の
ガ
ラ
ス
戸
に
張
り
つ
い
て
い
て
、
よ
く
、
落
ち
な
い
も

１
１６０
１

〆

恭
子
は
自
分
の
不
運
、
惨
め
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
感
じ
で
、

顔
を
伏
せ
た
。

名
前
を
呼
ば
れ
た
。

妊
婦
た
ち
か
ら
顔
を
背
け
る
よ
う
に
し
て
恭
子
は
診
察
室
に
入

っ
た
。高

い
診
察
台
に
上
が
る
よ
う
、
看
護
婦
の
や
わ
ら
か
い
声
に
促

さ
れ
た
。
こ
う
い
う
台
に
上
が
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

内
診
台
と
言
う
ら
し
い
。
わ
い
せ
つ
な
姿
勢
を
強
要
す
る
台
で
あ

る
。「

足
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
」

看
護
婦
の
声
が
不
意
に
乾
い
た
も
の
に
変
わ
っ
た
。

「
力
を
抜
い
て
：
…
・
楽
な
気
分
で
…
…
」

声
が
事
務
的
に
続
く
。

（
楽
な
気
分
に
な
ど
、
ど
う
し
て
な
れ
よ
う
）

唇
を
噛
み
し
め
た
。

つ
か

看
誰
婦
は
恭
子
の
足
首
を
掴
ん
で
左
右
に
大
き
く
開
き
、
固
定

さ
せ
た
。

目
の
前
に
幅
の
狭
い
白
い
カ
ー
テ
ン
が
降
り
、
上
半
身
と
下
半

身
を
分
断
し
た
。

「
大
き
い
な
あ
」

カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
で
医
師
の
声
が
す
を
。

（
一
体
、
な
に
が
、
ど
こ
が
、
大
き
い
と
言
う
の
か
）

内
診
台
の
上
で
、
恭
子
は
屈
辱
に
顔
を
ゆ
が
め
た
。

診
察
は
終
わ
っ
た
。

肢
台
か
ら
右
足
首
を
外
そ
う
と
す
る
が
、
硬
直
し
て
思
う
と
お

無
ざ
主

さ
ら

り
な
ら
な
い
。
看
護
婦
の
介
添
え
で
、
不
様
な
格
好
を
曝
し
な
が

ら
左
右
の
足
首
を
外
し
た
。
一
刻
も
早
く
、
こ
の
場
か
ら
姿
を
消

し
て
し
ま
い
た
か
っ
た
。

診
察
の
結
果
は
、
子
宮
頚
部
に
大
き
な
ポ
リ
ー
プ
が
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
普
通
な
ら
、
こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
前

に
、
交
接
に
よ
る
出
血
が
あ
る
ら
し
い
。
問
診
で
、
未
婚
と
記
入

さ
れ
た
カ
ル
テ
が
、
ど
う
や
ら
医
師
を
納
得
さ
せ
た
形
で
あ
る
。

恭
子
の
知
識
で
は
、
ポ
リ
ー
プ
は
、
刺
激
さ
れ
る
頻
度
の
高
い

部
位
に
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
。
声
帯
ポ
リ
ー
プ
の
た
め
、
声
が
出
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か
ら
…
…
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
、
嫌
な
性
分
で
：
…
・
」

「
ｌ
」

「
夏
の
陽
は
長
く
て
、
よ
る
し
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
え
」

事
実
、
立
ち
働
く
の
が
楽
し
そ
う
に
見
え
は
し
た
が
、
老
い
て

な
お
他
人
の
家
で
伽
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
境
遇
へ
の
弁
解
だ
と

思
っ
た
り
も
す
る
。

サ
キ
が
帰
っ
た
あ
と
で
、
朋
子
は
不
快
げ
に
言
う
。

ひ
と

「
今
日
、
新
し
く
き
た
若
い
大
工
さ
ん
た
ら
・
・
…
・
あ
の
女
の
こ
と

を
、
こ
の
家
の
者
み
た
い
に
思
い
込
ん
で
…
…
ご
隠
居
さ
ん
て
、

呼
ん
だ
の
よ
」

職
人
た
ち
は
恭
子
が
出
勤
し
た
あ
と
に
や
っ
て
く
る
こ
と
が
多

い
。
誤
解
が
生
じ
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ
ほ

ど
、
サ
キ
の
立
ち
居
ふ
る
舞
い
は
、
こ
の
家
に
な
じ
ん
で
い
た
。

そ
の
夜
、
浴
室
か
ら
出
た
恭
子
は
肌
に
化
粧
水
を
た
た
き
つ
け

が
な
ら
朋
子
に
言
っ
た
。

「
台
所
の
流
し
ね
、
あ
ん
た
が
使
い
易
い
型
に
決
め
る
か
ら
ね
。

吊
棚
も
よ
」

「
新
し
い
の
に
取
り
替
え
る
の
…
？
」

出
費
が
か
さ
む
と
不
満
げ
な
口
調
だ
。

「
そ
う
、
み
ん
な
新
し
く
：
…
・
主
婦
の
あ
ん
た
が
働
き
易
い
よ
う

に
し
な
き
ゃ
ね
」

「
ｌ
」

「
少
し
余
分
に
費
用
が
か
か
っ
て
も
…
…
私
た
ち
、
一
生
、
住
む

家
だ
も
の
・
台
所
は
便
利
に
し
て
お
き
た
い
の
よ
、
こ
の
際
…
」

顔
は
三
面
鏡
に
向
け
た
ま
ま
、
声
だ
け
を
明
る
く
響
か
せ
る
。

朋
子
の
沈
黙
は
長
か
っ
た
。

恭
子
は
振
り
向
く
。

複
雑
な
色
が
朋
子
の
目
に
揺
ら
い
で
い
る
。

食
卓
に
手
を
つ
き
、
朋
子
は
立
ち
あ
が
っ
た
。

「
ね
え
さ
ん
の
布
団
、
敷
い
て
お
こ
う
ね
」

「
敷
い
て
く
れ
る
…
？
助
か
る
わ
。
今
日
は
私
、
疲
れ
て
る
の
」

恭
子
に
疲
労
感
は
な
い
。

肩
を
上
下
さ
せ
な
が
ら
朋
子
は
六
畳
の
部
屋
に
入
っ
て
い
く
。

そ
の
姿
を
見
送
っ
た
あ
と
に
、
気
持
ち
の
落
ち
込
み
を
感
じ
た
。

恭
子
一
家
の
私
事
は
、
サ
キ
の
目
や
耳
に
い
や
応
な
く
入
っ
て

い
く
。
同
様
に
サ
キ
の
側
の
事
情
も
分
か
っ
て
く
る
。

六
年
前
ま
で
は
、
確
か
に
サ
キ
は
ハ
ご
隠
居
さ
ん
ｖ
だ
っ
た
。

息
子
夫
婦
、
孫
た
ち
と
一
緒
に
、
庭
つ
き
の
家
に
暮
ら
し
て
い

た
。
そ
の
住
居
を
息
子
は
売
り
払
っ
て
い
る
。
通
勤
の
便
と
、
子

供
を
名
門
校
に
入
れ
る
た
め
に
と
い
う
理
由
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に

移
り
住
ん
だ
の
だ
。

「
奥
様
、
マ
ン
シ
ョ
ン
っ
て
、
狭
う
ご
ざ
い
ま
す
よ
」

サ
キ
の
部
屋
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
ア
パ
ー
ト
の
独
り
住
ま
い
の
ほ
う
が
、
気
楽
で
ご
ざ
い
ま
す
」

体
よ
く
、
は
じ
き
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

「
細
か
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
き
す
ぎ
る
か
ら
、
嫁
さ
ん
に
嫌
わ
れ

た
の
よ
、
き
っ
と
」

朋
子
の
言
葉
は
当
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

好
き
で
働
い
て
い
る
と
言
う
矢
川
サ
キ
が
、
あ
る
日
曜
日
、
恭

子
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。

「
奥
様
、
お
宅
の
よ
う
に
気
持
ち
よ
く
働
け
る
と
こ
ろ
っ
て
、
そ

う
沢
山
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す
よ
」

お
世
辞
だ
ろ
う
と
受
け
流
し
た
。

だ
が
、
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
六
年
間
、
他
人
の
家
庭
を

転
々
と
し
て
き
た
サ
キ
の
胸
に
は
、
あ
ふ
れ
る
思
い
が
あ
る
よ
う

だ
っ
た
。

サ
キ
が
離
れ
た
土
地
の
病
院
で
付
添
婦
を
し
た
の
は
、
エ
リ
ー

ト
社
員
で
あ
る
息
子
の
世
間
体
を
思
い
や
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

彼
女
の
働
き
ぶ
り
を
退
院
剤
患
者
か
ら
伝
え
聞
い
た
旧
家
の
夫
人

に
乞
わ
れ
、
そ
の
家
に
住
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
夫
人
の
親
族

か
ら
は
、
元
宮
家
の
妃
殿
下
を
出
し
て
い
る
と
い
う
。
サ
キ
が
晴

れ
が
ま
し
い
気
持
ち
を
抱
い
て
、
そ
の
家
の
三
畳
の
間
で
寝
起
き

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。

（
つ
づ
く
）

２
１
６
‐
１

（
一
生
、
》
」
の
家
に
住
む
だ
な
ん
て
…
な
ぜ
口
に
し
た
の
か
）

恭
子
は
鏡
台
の
前
に
座
わ
り
続
け
た
。
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